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屋外消火栓操法の部 
 

【訓練規定】 

１ 使用器具等 

      消火栓は、地上式屋外消火栓とし、備え付けのものを使用する。 

消火栓ボックスは、備え付けのものを使用する。 

      使用する消防ホースは出場事業所で準備する。 

      消防ホースは内径６５㎜・長さ２０ｍを２本とする。 

      筒先ノズル口径は１９㎜とする。 

 

２  服   装 

   出場隊員の服装は、操法に適したもので長袖・長ズボン・手袋とし、袖は手袋 

をはめた状態で皮膚が見えない長さ、ズボン裾、靴下は皮膚が見えない状態で

あること。 

手袋は、革手袋・軍手等指定しないが、皮膚が露出しないものとする。 

靴は運動靴（安全靴可）とし、ヘルメットを着用すること。 

 

３  操法要領 

      別に定める屋外消火栓操法要綱のとおり 

 

４  進行合図 

      出場準備    出場準備係は、「出場準備」と声を出して赤旗を下げる。 

      訓練開始    出場準備係は、「操作開始」と声を出して赤旗を下げる。 

標的転倒    標的係は、２ヶ所の標的が転倒したならば赤旗を下げる。 

      放水止め    標的係は、「放水止め」と声を出して赤旗を下げる。 

排水完了  標的係は、1 番員の前方で「排水止め」と声を出して赤旗を正面

斜め前方に振る。 

      納  め    標的係は、「納め」と声を出して赤旗を下げる。 

 

５ 準  備 

   消火栓ボックス内の収納方法については自由とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【審査規定】 

１  審査範囲 

（１）操法動作審査 

        全体動作に係る、共同操作の不整一および操作の不確実な行動について審査

減点する。指揮者の「気をつけ」から「別れ」まで。 

 

 （２）所要時分審査 

        指揮者の「操作始め」の号令による３番員の「よし」の合図の「し」から２

ケ所の標的が転倒するまでを計時し、基準タイム（４５秒）を１秒超過ごと

に１点減点する。なお、基準タイム以内に標的が転倒しても加点しない。 

 

２  失格等 

（１）出場時に待機線に集合しない場合 

 

（２）訓練実施中、出場者に不測の事故が発生し、訓練の続行が不可能と認められる

場合は、審査長の判断により「中止」または「再訓練」を決定する。 

 

３  順位の決定 

      審査規定に基づき審査し、その減点数を合計し、減点数１０点以内のチームを

入賞とする。また、その中から減点数の少ないものを上位とする。同点数の場

合、所要時分の速いものを上位とする。 



屋外消火栓操法　全体図
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屋外消火栓操法　経路図

《操法開始場所》

《操作開始申告経路》
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《伝達順路(放水始め）》

《伝達順路(放水始め）》
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《操法終了報告》
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指　　揮　　者 １　　番　　員 ２　　番　　員 ３　　番　　員

待機
 係員の「出動準備」の合図より、待
機指揮位置で火点方向を向いて整列
休めの姿勢で待機する。

点呼

　係員の合図により待機指揮位置で
回れ右をし、各隊員に対して相対し
た後、「気をつけ」の号令をかけ隊
員を基本の姿勢にし、「番号」と号
令する。

申
　
告

　待機指揮位置で回れ右をし、報告
受領者に挙手注目の敬礼後、「○○
自衛消防隊　ただいまから屋外消火
栓操法を開始します」と報告し、挙
手注目の敬礼を行った後、回れ右を
する。

想
　
定

　「火点は前方の標的、水利は横の
消火栓、手びろめによる二重巻き
ホース一線延長」と想定付与する。

操
作
始
め

　「操作始め」と号令し、操作の状
況を監視しながら、隊員に先行し火
点に向かって前進し、火点指揮位置
に至る。
※火点に向かって前進するタイミン
グは、１番員が筒先を背負い、ホー
スをかついだ時点とする。

　３番員の「よし」の合図で、他の
隊員と協力して消火栓ボックスから
筒先を取り出して背負い、第２ホー
スを左肩にかつぎ、第１ホースの延
長距離だけ火点に向かって前進し
ホースを延長して筒先を結合する。
※筒先搬送は、片手保持がなくても
良く、保持する場合は筒先のどこを
持っても良い。

　３番員の「よし」の合図で、他の
隊員と協力して消火栓ボックスから
第１ホースをもって、延長に便利な
位置で延長後、スタンドパイプ放口
に結合し、ホースのおす金具を持っ
て前進し第２ホースに結合して火点
の方向を向き姿勢を正す。

　「よし」と合図し、他の隊員と協
力して消火栓ボックスからスタンド
パイプと開閉ハンドルを順に取り出
しつつ、消火栓に至り装着し、片手
でハンドルを握り、火点に向かって
姿勢を正す。

放
水
始
め

　火点指揮位置に至れば、隊員の操
作状況を監視する。
　１番員の注水位置を「筒先位置」
と指示する。
　２番員の「伝達終わり」を確認し
てから、火点に向かって基本の姿勢
をとる。
※「筒先位置」と指示するタイミン
グは、１番員が余裕ホースをとる前
後とし、「注水姿勢」をとるまでと
する。

　2番員に号令「放水始め」と合図
し、火点に向かって約１５メートル
前進し、危険ライン手前で５メート
ルの余裕ホースをとり注水姿勢をと
る。

　１番員の号令「放水始め」の合図
を復唱し、回れ右し右足を引き付け
ず消火栓前約２メートルの位置に
至って停止し、右手を真上に上げて
３番員に「放水始め」と伝達し３番
員の復唱を受けた後、注水補助位置
に至り「伝達終わり」と合図し１番
員の反対側１歩後方で右足を出して
注水操作を補助する。

　２番員の「放水始め」の伝達を右
手を真上に上げて「放水始め」と復
唱し、開閉ハンドルを開き送水する
送水中は、ハンドルを右手で保持す
る。

屋外消火栓操法の部実施要領

　指揮者の「番号」の号令で１番員から順次番号を呼唱する。

係員の「出動準備」の合図より、待機線上に火点方向を向いて整列休めの姿勢で待機する。

  各隊員は、基本の姿勢で待つ。

各隊員は、基本の姿勢で指揮者の想定を受ける。



指　　揮　　者 １　　番　　員 ２　　番　　員 ３　　番　　員

放
水
止
め

　係員の「放水止め」の合図によ
り１番員の方向に向きを変え、
「放水止め」と号令する。

　「放水止め」と復唱する。
　２番員の「伝達終わり」の合図
で排水操作を行った後、係員の
「排水止め」の合図により左足を
引き付け、筒先を右足脇に立て基
本の姿勢をとる。

　１番員の「放水止め」の合図で
「よし」と呼唱し、後方へ向きを
変えて前進し、消火栓前約２メー
トルの位置に至って停止し、右手
を横水平に上げて「放水止め」と
３番員に伝達し、３番員の復唱を
受けた後、注水補助位置に至り基
本の姿勢で「伝達終わり」と合図
する。

　２番員の「放水止め」の伝達を
右手を横水平に上げて「放水止
め」と復唱する。その後開閉ハン
ドルを閉め、送水を中止し、その
場で姿勢を正す。

　指揮者の「納め」の号令に「よ
し」と呼唱し、筒先とホースを離
脱し、筒先を背負い筒先収納位置
に向かい、筒先を元の位置に戻し
待機線に至り、服装を整え姿勢を
正す。

　指揮者の「納め」の号令に「よ
し」と呼唱し、待機線に至り、服
装を整え姿勢を正す。

　指揮者の「納め」の号令に「よ
し」と呼唱し、ホース第１接合部
を離脱し、スタンドパイプと開閉
ハンドルを元の位置に戻し、待機
線に至り服装を整え姿勢を正す。

点
検
報
告

　各隊員が整列後、「点検報告」
と号令し、各隊員の報告に対し、
それぞれ「よし」と呼唱する。

　指揮者の「点検報告」の号令に
対し、「１番員異常なし」と報告
する。（指揮者の方向に向きを変
える必要なし。）

　指揮者の「点検報告」の号令に
対し、１番員に続いて「２番員異
常なし」と報告する。（指揮者の
方向に向きを変える必要なし。）

　指揮者の「点検報告」の号令に
対し、１番員・２番員に続いて
「３番員異常なし」と報告する。
（指揮者の方向に向きを変える必
要なし。）

申
　
告

　待機指揮位置で回れ右をし、報
告受領者に挙手注目の敬礼後「○
○自衛消防隊、屋外消火栓操法を
終了しました」と報告し、挙手注
目の敬礼を行った後、回れ右をす
る。

解
散

　「わかれ」と号令し、各隊員に
答礼し解散させる。

　各隊員は、基本の姿勢で待つ。

屋外消火栓操法の部実施要領

　指揮者の「わかれ」の号令により一斉に指揮者に正対し、挙手注目の敬礼を行い解散する。

　係員の「納め」の合図により
「納め」と号令し、１番員が筒先
を離脱し背負うのを確認した後待
機指揮位置に移動し、各隊員の収
納操作を監視後、服装を整え姿勢
を正す。 【1番員と3番員】

最後に器具を収納した隊員がボックスの扉を閉める。
  ホースを離脱したときは、ホースの袴部分を折り返す。

納
　
め

服装点検は、全隊員が揃ってからでも、各隊員が整列位置に到着した時点でも、どちらでも良い。



屋外消火栓操法審査表（総合） 

  

隊 

名 

 審
査
員

氏
名 

 減 

点 

 検
査
係 

 

 

 

項 減  点  事  項 減 点  

集 

合 

服装のみだれ ２ 
 

待機線発進動作不整一 ２ 
 

操 
 

作 
 

要 
 

領 

ホース、筒先、結合不完全（１ヶ所） ５ 
 

ホースのねじれ（３６０度１ヶ所） ５ 
 

放水中の結合部離脱 ２０ 
 

水漏れ、噴出（1ヶ所） ５ 
 

放水位置不適（危険ラインオーバー） ５ 
 

服装のみだれ ２ 
 

全 

般 

隊の士気欠如 ５ 

 

合   計 
 

 

 



屋外消火栓操法審査表（指揮者） 

隊 

名 

 審
査
員

氏
名 

 減 

点 

 検
査
係 

 

 

項 減 点 事 項 減 点  

操 
 
 

作 
 
 

要 
 
 

領 

号令・申告内容・想定・合図・呼称・脱誤

（１ケ所につき） 
１  

操作開始時機不適 １  

注水位置指示要領不適 １  

火点先行時機不適 １  

火点監視時機不適 １  

「放水止め」時機不適 １  

「納め」時機不適 １  

服装等点検不適 １  

基本外動作（１ヶ所につき） １  

そ 

の 

他 

器具の踏みつけ、けとばし（１回につき） ２  

自己の転倒       （１回につき） ２  

不必要な動作      （１回につき） ２  

合   計 
 

 



屋外消火栓操法審査表（１番員） 

隊 

名 

 審
査
員

氏
名 

 減 

点 

 検
査
係 

 

 

項 減 点 事 項 減 点  

操 
 
 

作 
 
 

要 
 
 

領 

呼称・復唱・報告・脱誤 

（１ケ所） 
１  

待機線発進動作不適 １  

操作開始時機不適 １  

筒先を背負う要領不適 １  

ホースをおろす要領不適 １  

「放水始め」時機、姿勢、位置不適 １  

余裕ホース操作要領不適 １  

注水姿勢不適 １  

筒先の離脱要領不適 １  

筒先を背負う要領不適 １  

筒先をおろす要領不適 １  

服装等点検要領不適 １  

基本外動作（１ヶ所につき） １  

そ 

の 

他 

器具の踏みつけ、けとばし（１回につき） ２  

器具の落下、投げつけ（１回につき） ２  

自己の転倒（１回につき） ２  

不必要な動作（１回につき） ２  

合   計 
 

 



屋外消火栓操法審査表（２番員） 

隊 

名 

 審
査
員

氏
名 

 減 

点 

 検
査
係 

 

 

項 減 点 事 項 減 点  

操 

作 

要 

領 

呼称・復唱・報告・脱誤（１ケ所） １  

待機線発進動作不適 １  

操作開始時機不適 １  

第１ホース展張要領不適 １  

「放水始め」受領位置不適 １  

伝達位置不適（放水始め） １  

伝達姿勢不適 １  

注水補助姿勢不適 １  

「放水止め」伝達順路行動不適 １  

火点方向への順路行動不適 １  

伝達位置不適 １  

伝達姿勢不適 １  

服装等点検要領不適 １  

基本外動作（１ヶ所につき） １  

そ 

の 

他 

器具の踏みつけ、けとばし（１回につき） ２  

器具の落下、投げつけ（１回につき） ２  

自己の転倒（１回につき） ２  

不必要な動作（１回につき） ２  

合   計  

 



屋外消火栓操法審査表（３番員） 

隊 

名 

 審
査
員

氏
名 

 減 

点 

 検
査
係 

 

 

項 減 点 事 項 減 点  

操 
 
 

作 
 
 

要 
 

 
領 

呼称・復唱・報告・脱誤（１ケ所） １  

待機線発進動作不適 １  

操作開始時機（呼称「よし」）不適 １  

放水準備姿勢不適 １  

「放水始め」以前の放水 ５  

「放水始め」伝達受領不適 １  

放水中の姿勢不適 １  

「放水止め」伝達受領不適 １  

放口離脱要領不適 １  

スタンドパイプ収納要領不適 １  

開閉ハンドル収納要領不適 １  

服装等点検要領不適 １  

基本外動作（１ヶ所につき） １  

そ 

の 

他 

器具の踏みつけ、けとばし（１回につき） ２  

器具の落下、投げつけ（１回につき） ２  

自己の転倒（１回につき） ２  

不必要な動作（１回につき） ２  

合   計  

 

 



屋外消火栓操法の部計時審査表 

 

隊 
 

名 

 審 

査 

員 

 

 

 

 

計 時 員 １ 計 時 員 ２ 平 均 タ イ ム 

   

 

 

 

減  点  

 

 

（基準タイム４５秒を１秒超過するごとに、１点減点する。） 

★ ３番員の「よし」の「し」から２ケ所の標的が落下

するまでのタイムを記入のこと。  

★ 小数点第２位まで記入のこと。 

★ 平均タイムは、集計係が記入のこと。 


